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　腹部大動脈瘤の発症には炎症が関与すること、腸内細菌はバクテリアルトランスロケーションによ
り宿主に炎症反応をもたらすことが示唆されているが、腹部大動脈瘤と腸内細菌との関連は明らかで
はない。本研究は腹部大動脈瘤患者の動脈瘤壁および血液におけるバクテリアルトランスロケーショ
ンを検出し、腸内細菌の腹部大動脈瘤に対する影響を検討した。2017年から2019年までリクルートし
た腹部大動脈瘤患者30名を対象とした。高感度の定量的逆転写ポリメラーゼ連鎖反応を用いて動脈瘤
壁と血液を解析した。腸内細菌叢は次世代シーケンサーを用いて解析した。定量的逆転写ポリメラー
ゼ連鎖反応で30例中、血液19例（検出率63％）、動脈瘤壁11例（検出率37％）で細菌が検出された。
腸内細菌叢解析により、Firmicutes/Bacteroidetes比は増加していた。血液における細菌検出群は細
菌非検出群と比較し、好中球-リンパ球比が高く（2.94 ± 1.77 vs 1.96 ± 0.61, P < 0.05）、リン
パ球-単球比が低かった（4.02 ± 1.25 vs 5.86 ± 1.38, P < 0.01）。動脈瘤内血栓量は動脈瘤壁に
おける細菌検出群が非検出群より有意に多かった（64.0% vs 34.7%, P < 0.05）。以上により、腹部
大動脈瘤患者における腸内細菌の乱れと血液および動脈瘤壁へのバクテリアルトランスロケーション
が確認され、腸内細菌と腹部大動脈瘤との関連性が示唆された。

　以上の成績はこの方面の研究の発展に重要な知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文につ
いての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、各調査委員より専門的
な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を行ったが適切な回答を得た。
　よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定し、博士（医学）の学位に値すると認める。
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